
平成21年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その８ 

平成21年６月９日（火） 

                                           

（午後４時11分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番14、12番 辻本君。 

〔12番（辻本 勉君）登壇〕 

○12番（辻本 勉君）ただ今、議長のお許し

をいただきましたので、一般質問を行います。 

 議長からも話がありましたけど、本日最後

でございます。お疲れですけども、何ぼ頑張

っても１時間しかありませんので、じっくり

とおつき合いいただきますように、よろしく

お願いします。途中で暫時休憩が入るかもわ

かりませんが、よろしくお願いしときます。 

 今回は、３点について一般質問を行います。 

 まず、１点目でありますけども、京奈和自

動車道（橋本道路）の側道未完成部分の見通

しについてであります。 

 京奈和自動車道（橋本道路）の側道につい

ては、現在橋本インターと橋本東インター間

において橋本川東側ですね、北馬場地区から

橋本クリーンセンターの南側といいますか、

隅田地区の一部まで完成いたしまして供用さ

れておるわけでありますけれども、両インタ

ーへの接続がなされていないということで、

本当に真の利便性が問われております。せっ

かくの側道でありますので、インター間が完

全に開通することが真の利便性を図れること

だと思いますので、早期に着工完成が望まれ

ているところであります。 

 まず、北馬場から橋本インターまでの間に

つきましては、いろいろ問題点もあって、私

も内容については知っているところなんです

けども、特に東側、隅田地区のほうにつきま

しては、なかなか情報が入ってこない状況の

中で、全く進んでいないんかなと思いますん

で、その辺について詳しくお教え願いたいと

思います。 

 続きまして、高野口地区公民館内に設置し

ている自動交付機の公民館休館日、月曜日な

んですけども、これ祝日は除くということで

使用可能化について質問したいと思います。 

 本年の３月の定例会におきまして、高野口

地区公民館の職員の要員等についての質問を

させていただきました。その中で館内設置の

自動交付機についてもお尋ねしたところであ

りますけども、そこで要望をさせていただき

ました。答弁としては、前向きに検討すると

いうことだったんですけども、私としてはも

う新年度、４月からやっていただけるものと

思って期待をしておったわけでありますけど

も、いまだに実行されておりませんので、そ

の後、どのような検討をされたのか、また、

どのようにするのかお尋ねいたしたいと思い

ます。 

 続きまして、３点目でありますけども、皆

さまご存じだと思うんですけども、南海電鉄

の観光列車「天空」の運行がされますので、

それに伴う本市の対応についてをお伺いいた

します。 

 本年の７月３日より南海電鉄の観光列車

「天空」が運行されます。５月にはプレ運行

もされておるんですけども、橋本駅と極楽橋

駅の間、１日２往復ということであります。

それに伴い、本市は世界遺産高野山の玄関口

としてどのような対応をされるのですか、以

下の点についてお尋ねいたしたいと思います。 

 橋本駅前の活性化及び本市の観光事業とし

て、どのようなかかわりを持とうとしている

のですかということで、高野山へのルート、
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主にバスなんですけども、ルートにつきまし

ては、従来は橋本から九度山、そしてもとの

有料道路を通りまして高野山へというルート

が中心であります。今現在はほとんどが、特

に大型バス等につきましては、かつらぎ町か

ら480号線を通りまして矢立経由高野山へと

いう、このルートが中心になっています。私

も家内の実家が高野町細川ですので、ちょく

ちょく帰るんですけども、以前はかなり行き

帰り、観光バスに出会いました。しかし、最

近はほとんどと言っていいほど観光バスの姿

が見受けられません。そんな中で、ルートが

大幅に変わってきているんではないかなとい

う中で、世界遺産の高野山の玄関口と言って

いる橋本市は、ほんまにそんなことを言うと

ってええんかなと。玄関口というのは名ばか

りで、今後、玄関口はかつらぎ町になってし

まうんではないかなと思って心配しておりま

す。 

 そんな中で、南海電鉄が「天空」という観

光列車を運行を行います。このことが本当に

橋本市にとってどのようなかかわりを持って

いくんかというのが大変大事な問題でありま

す。橋本駅にどれだけの人を集めることがで

きるんか、今後の橋本駅前の活性化と、本市

の観光事業、あらゆる商業の発展につながっ

ていく点では、本当にこのことにかかわるこ

とが今最も大事なことではないんかなと考え

ています。そういう意味で、橋本駅前の活性

化や観光事業にどのように、「天空」と兼ね合

わせて橋本市が対応していくんかということ

についてお尋ねいたしたい。 

 ２点目でありますけども、従来から高野山

との関係の中で課題となっていましたパー

ク・アンド・ライドの件であります。パーク・

アンド・ライドにつきましては全国的にもか

なり実施をされておるわけでありますけども、

もう何年も前からいろいろ言われておるんで

すけども、九度山町は早くからパーク・アン

ド・ライドについての取り組みをされていま

す。特に、この「天空」運行に関連しまして、

より力を入れようということで、町長、あえ

てかなり活発な活動をされております。 

 そんな中で、本市はこの九度山町のパー

ク・アンド・ライドに対抗できるパーク・ア

ンド・ライドの考え方についてどのように思

っているのかをお尋ねいたしたいと思います。 

 ３点目ですけども、南海電鉄はこの「天空」

運行に絡みましてこうや花鉄道というプロジ

ェクトを組んでおります。もう何回か事業を

されておるわけでありますけども、このプロ

ジェクトに木下市長も参加をされまして、清

水のちょうど線路際に菜種の花を栽培されて、

かなりきれいになっています。特に九度山町、

高野町、九度山駅から高野下、その周辺等に

つきましては、駅にもかなりきれいな花を植

えられて、かなり積極的にこのこうや花鉄道

のプロジェクトに参加をしておるんですけど

も、橋本市は若干その辺が弱いんかなと。私

も過日、南海電鉄のほうへ行きまして話を聞

いていて、プロジェクトの冊子をもらったん

ですけども、そのときに初めて市長が清水の

ほうでそういうイベントに参加されたという

話も聞きましたし、先ほど言いました「天空」

のプレ運行につきましても市長は出席をいた

だいていますが、議員の方の姿は全くありま

せんので、瀧議員はたまたま行かれておった

だけだと思うんですけども、全く情報が伝わ

ってこないといいますか、市長がわざわざ「天

空」のプレ運行に出席をしていただいておる

のにかかわらず、議員と市民も全く知らない

という状況だと思うんです。これでは橋本市

のＰＲにとって大変欠陥があるんかなと。広

報についてもどういう広報をしているんかな

と思うんですけども、この「天空」運行が本

当に橋本市にとって一つの契機として大変重
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要な役割を占める中で、南海電鉄と、私も南

海電鉄出身だから言うわけでもないんですけ

ども、これを南海電鉄と本市、九度山町も含

めまして、この南海電鉄の沿線が一つになっ

て観光ＰＲをやっていくことが本当に一番大

事な、橋本市にとって本当に大事なことでは

ないんかなと思いますので、今回この質問を

させていただきました。 

 特に、電鉄で話を聞きましても、橋本市は

大変遅れていますよという話しか出てきませ

ん。九度山町が県や南海電鉄から補助金をい

ただいてパーク・アンド・ライドを積極的に

やっぱり進めておる。トイレの整備とか観光

物産の販売所等を設けるという話も出ていま

すので、本市がもっと積極的にこれにかかわ

っていただきたいということで、よろしくお

願いしたいと思いますので、前向きなご答弁

をお願いしておきます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 経済部長。 

〔経済部長（山本重男君）登壇〕 

○経済部長（山本重男君）橋本駅前の活性化

や橋本市の観光事業とのかかわりについて、

お答えします。 

 南海電鉄が平成19年度から取り組んでいる

こうや花鉄道プロジェクトのメーン事業とし

て、橋本駅を始発として極楽橋駅までの19.8

㎞を１日２往復する新型観光列車「天空」が

７月３日から運行されます。定員は76名で、

全席座席指定、車両には展望デッキや大きな

窓、ワンビュー座席のほか、先頭車両には展

望席も設けられています。この「天空」の運

行に伴う大型観光バスが橋本駅前へ発着する

ことにより、橋本駅前に大勢の観光客を集客

することができ、駅前の活性化が図られると

考えます。このためにも、橋本駅前へ大型バ

スが発着できる駐車場を南海電鉄と協力しな

がら確保しなければならないと考えておりま

す。 

 橋本市では、この「天空」の運行を駅前活

性化の好機ととらえ、６月市議会補正予算に

上程させていただきました、ふるさと雇用再

生特別基金活用事業の実施により、へら竿や

再織り等の地場産品販売及び地域の観光資源

や特産物をインターネット等で情報発信等を

行い、市内事業者の活性化に取り組んでまい

ります。 

 また、昨年度、新しい時代感覚による地域

資源を活用した新ブランド開発のため、橋本

商工会議所と伊都地域の商工会を中心に、

県・市・伊都３町及び民間団体の協力のもと、

橋本・伊都地域の物産を使った高野スイーツ

コンテストが実施されました。 

 このコンテストには、全国から241件の応募

があり、ホテル日航の料理長を中心とした審

査を行い、最優秀賞には干し柿フィナンシェ

が、優秀賞にはごま豆腐を食材とした高野・

和てぃらみす、干し柿を食材とした干し柿パ

ウンドケーキが選ばれました。このアイデア

商品を商工会議所、商工会を中心に市内商業

者に働きかけ、商品化ができれば本市の新ブ

ランドになり、地域商工の活性化につながる

と考えています。市としても、今後地域ブラ

ンドの開発やＰＲ、駅前の観光案内所での販

売等について商工会議所や商工会、観光協会

と連携を図り、積極的に取り組んでまいりま

す。 

 次に、本市の観光事業の取り組みについて

は、市内主要駅からの観光ルートの設定や地

元イベントの連携等について商工会議所、商

工会のほか、ＪＲ、南海電鉄や観光協会、県

観光アドバイザー等と魅力ある催しを進める

ための協議を行っています。 

 また、昨年度は境原・杉尾両区と里山アク

ションチームの協力のもと、境原横手八幡神
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社から杉尾、杉尾からダイヤモンドトレール

の行者杉へのハイキング道を整備いたしまし

た。 

 今後、さらに観光資源の整備や民間ボラン

ティアの育成に取り組み、本市の自然を生か

した玉川峡ややどり青少年旅行村、観光農園、

前田邸、高野口ＩＴ交流センター、一本杉等

の魅力ある観光資源を活用し、観光客の集客

に努めてまいりたいと考えています。 

 次に、パーク・アンド・ライドについてお

答えいたします。 

 この取り組みは、夏から秋にかけて観光シ

ーズンに高野山内が車であふれ、山内観光に

支障を来していることを解消する試しの一つ

であり、また、橋本市から高野山までの移動

手段を電車、ケーブルカー、そして徒歩移動

にすることにより、自然とふれ合う機会をつ

くる取り組みです。 

 橋本市から高野山への交通手段をバスやマ

イカーから「天空」などの電車利用でゆっく

りと自然を満喫いただく旅行プランの提案等、

南海電鉄と検討しているところです。 

 次に、こうや花鉄道プロジェクトへのかか

わりについてお答えします。 

 南海電鉄が高野沿線の自然や、地域の魅力

を最大限にＰＲする新規プロジェクトとして、

昨年、下古沢駅と高野下駅での花屏風の設置

や、地元小学生の四季の花のデザインをもと

に車両に描いた花のラッピング列車が運行さ

れています。この事業のメーンプロジェクト

として、今年の夏から観光列車「天空」が本

格運行されることに先立ち、４月29日から６

月20日までの間にプレ運行がされております。

車窓からの眺めをさらにアップして、乗客に

潤いと安らぎを感じていただくため、沿線に

四季の花々や落葉樹などの植栽も検討してい

ます。 

 第１段として、学文路地域住民を中心とし

たボランティアの協力により、沿線に菜の花

等が植栽され、地域のイメージアップや環境

の美化にもつながりました。 

 今後、南海電鉄や沿線の九度山町や高野町

との連携はもとより、地元住民との連携や協

力をいただきながら、四季折々の花々の植え

つけを推し進めてまいりたいと考えています

ので、皆さまのご支援をお願い申し上げます。 

 今回の南海電鉄こうや花鉄道プロジェクト

は、橋本市の観光ＰＲ事業のみならず、地域

振興の絶好のチャンスととらえ、橋本市、橋

本商工会議所、高野口町商工会、観光協会等、

地域が一丸となって取り組みますのでご支援

くださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

〔建設部長（樽井豪男君）登壇〕 

○建設部長（樽井豪男君）京奈和自動車道（橋

本道路）側道未完成部分の見通しについてで

ございますが、小原田、北馬場地区の側道に

ついては用地買収取得の中で方線を変更した

案を国より提案されており、その計画案で地

権者には説明済みであります。続いて、地元

関係者に説明をする準備調整中であります。 

 また、今後の予定は、本年度に詳細設計に

入り、地元説明会を経て、できるだけ早く工

事に着手していきたいと聞いております。 

 中島地区の側道については、高架案から地

べた案に方線を変更した案が国より提案され

ており、平成20年度末に市から関係者への説

明会を実施し、大筋合意されてございます。

今後は、詳細設計に入り、地元説明会を経て、

できるだけ早く地べた案に伴う追加用地買収

に入るとともに、工事に着手したいと聞いて

おります。 

 橋本、高野口間の側道につきましては、昨

年10月に供用され、非常に利便性等が向上し

ており、残された２カ所の側道未完成部分の
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１日も早い供用開始に向け、市も全面的に協

力するとともに、国に対し強く働きかけてま

いります。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

〔教育次長（西本健一君）登壇〕 

○教育次長（西本健一君）高野口地区公民館

に設置している自動交付機の公民館休館日の

使用可能について検討をしたのか、どのよう

にするのかというご質問にお答えいたします。 

 月曜日と祝日に地区公民館職員が交代で勤

務するということについて検討しました結果、

月曜日の開館について、１年間の試行という

ことで開館しようという結論を出しました。

現行職員体制の中での試行ですので、年末年

始や祝日の月曜日については除かせていただ

きます。 

 実施時期につきましては、周知期間などの

関係もあり、７月からとさせていただきます。

なお、月曜日の自動交付機の利用状況のデー

タをとりまして、その結果、１年後に見直し

を行いたいと考えております。ご理解のほど、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君、再質問

ありますか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）それでは、１番目のほ

うから少し再質問をしていきたいと思います。 

 東側、西側も含めて、どちらも一応本年度

に詳細設計に入っていくということなんです

が、先ほども話をさせてもらったんですが、

西側のほうにつきましては、遅れておる問題

点というのは把握しておったんですけども、

この中島地区の部分ですね、東側の部分につ

いては、これは何か遅れておる原因というの

はあるんかなと、どこにあるんかなというこ

とが考えられるんですけども、国の事業とい

うことで、国と地元の話し合いということな

んで、市当局としてどれだけ把握しているん

か、ちょっと難しい部分はあろうと思うんで

すけども、具体的な状況は結構ですので、そ

のことが解決されたんかどうかということだ

けでもお教え願いたいと思うんですけども。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、中島地区に

つきましては、この遅れた理由につきまして

は国の道路特定財源の一般財源化に伴う絡み

とか、非常に無駄使いという国全体の指摘の

中で、平成19年にはもう高架橋で工事にかか

るということで地元説明も終え、もうそろそ

ろかかるという後で、すべて高架から白紙や

と、地べた案、もしくはもうちょっと橋を低

くするということで、急に国のほうから方向

転換がありまして、それで各うちの市長をは

じめ、やはりこの側道につきましては非常に

市としても重要な路線であります。それで、

近畿地方整備局並びに国のほうにも何とかも

との案で早急にしていきたいということで申

しておったんですが、非常になかなか国とし

てもそういうわけにいかないということで、

この地べた案ということで地元の皆さんに市

のほうから先に説明行かせまして、大筋合意

を得ているということでございます。 

 あとのいろんな問題点につきましては、防

音壁の問題とか、それとまたこの地べた案に

よりまして、追加の用地買収とかも生じてき

ます。そういったこともありますので、もう

少し用地がどこまでかかるかというのは詳細

設計に入ってから、またその防音壁の問題と

かというのは、やはり国のほうからちゃんと

した回答を提示していただいて、この側道が

１日も早く工事が終わるように、市も全面的

に協力をしたいと思っておりますので、ご理

解のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）そうしたら、西のほう

は用地買収は完全に終わっておるんでしょう
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か。設計ができたという話もちらっとは聞い

ておるんですけども、西部分は用地買収は完

全に終わっておるんか、詳細設計はもうでき

上がっておるんかという部分と、この東部分

の詳細設計がいつ頃できるといいますか、そ

の見通しについてはちょっと把握されておる

んかどうか。把握されておったら時期的なも

のをお願いしたいんですけど。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）小原田、北馬場地

区につきましては、まず本線が変わったとい

うのはやはり一部、まっすぐもともと行くと

いうのが道路でありまして、その中で一部地

権者の反対があり、そこが長年にわたって解

決をしないということもありまして、少しそ

の部分で本線を振ることによって、そこの用

地をかけずに北馬場までつなぐということで、

国もその方針で決めていただきました。一番

当初につきましては、用地がだめなら高架橋

もだめやというような、非常に市としても厳

しいところがあったんですけども、何とか国

のほうでそこの用地もかけずに、ちょっと道

路幅、歩道をつくところを歩道幅を取りまし

て、車道だけの２車線で何とか用地をかけず

にということで、そういう案が提示されてお

ります。 

 なお、詳細設計は今年度早々に発注してお

りまして、早ければ今年度、または来年度早々

には工事着手していただけるものと市として

も思っておりますが、やはりそれに向けて市

からも和歌山河川国道事務所に強く今年度中、

または来年度早々に工事着手していただくよ

う要望していきたいと思います。 

 中島地区の側道につきましては、まだ詳細

設計を発注したというのは、今のところまだ

聞いておりません。ただし、今年度中に詳細

設計に入るという予定の中で、地元の合意を

得れば、やはりまず用地買収から入っていき

たいということは聞いております。何かにつ

けて、この小原田、北馬場並びに中島地区、

この側道が２本つくことによりまして橋本市

内、高野口町から真土までの間の側道がすべ

て開通いたしますので、市としても、また企

業誘致の絡みにしても、非常に大事な道路と

の認識でおりますので、市といたしましても

やはり全面的な協力をして、１日も早い供用

開始に向け努力したいと思っております。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）ありがとうございます。

小原と北馬場につきましては、市長も大変努

力をいただいて、設計変更をしてかなり前向

きに進んでおるようでありますし、中島地区

につきましても、それなりの懸案があります

ので、国の事業ということなんですけども、

市として大変大事な道でありますんで、でき

ましたら同じように、東側も西側も同じよう

な時期にやはり開通ができるような努力とい

いますか、働きかけを国に対してお願いした

いなと思います。中島の部分が設計に入るの

はちょっと遅れそうですけども、そのことに

つきましても市としてやはりできる限りの努

力をしていただくことをお願いしておきたい

と思いますので、頼んでおきます。 

 続いて、２番目の高野口地区公民館の自動

交付機の件でありますけども、これは前向き

なええ返事をいただきましたんで、ええ返事

をいただいて文句を言うておったらちょっと

怒られたらいかんのですけども、やはりいろ

んな行政の施設は、つくるときには基本的に

は市民の目線に立った、使う人の目線に立っ

た設計といいますか、工事をやっていかない

と、後でいろんな問題が発生してきますと、

なかなかやりにくいといいますか、お金もか

かりますし、大変やりにくい部分も出てきま

すので、その辺はやはり十分いろんな施設、

公共施設をつくるときには利用者の目線に立
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った感覚といいますか、以前も東部コミセン

のときにもあったんですけども、今のご時世

においてバリアフリー化がされていないとい

う、そういう問題もありましたし、この自動

交付機につきましても、人がいてないときに

活躍するのが、前も言わせてもらいましたけ

ども、自動の機械ですので、人がいてなくて

も自動交付機でいろんなことができるという

のが自動交付機なので、その辺も考えた中で、

きちっとやっぱり工事のときには対応してい

かんと大きな問題が発生しますので、今後と

も、ぜひとも使う方の目線に立った設計管理

はしていただきたいなと思います。 

 今も公民館の利用の中でも問題が出てきて

おる部分が若干ありますね、靴をはきかえな

いといかんとか、そういう問題も出てきてお

るんですけども、やはり今の時代ですので、

だれもが本当に使いやすい、安心して使える

公共施設といいますか、ユニバーサルデザイ

ン化されたやはり公共施設をつくっていくと

いう、市民に対する優しい気持ちの工事をや

はりやっていくということを、今後ともこう

いう話が出てこないように肝に銘じてお願い

しておきたいと思います。 

 それと、大変高野口地区公民館に対して職

員の方に大変ご努力をいただいてやるわけで

ありますけども、地区公民館のあり方という

ものをやはり考えていかんと、従来の公民館

といいますか、生涯学習の拠点という感覚か

ら、高野口地区公民館につきましてはいろん

な機能が入っていっておるわけですね。福祉

関連やら、行政相談も含めまして。今後、地

区公民館がどういう形の役割を果たしていく

んかということも、きちっと全市的にやっぱ

り考えていく時期にあるんかなと。今までの

生涯学習の拠点だけでいいんかどうかという

ことも考えていかんと、本当に行政からいき

ますと、地域住民に一番密着した場所であり

ますし、職員も配置をされていますので、そ

ういう意味からいいますと、あらゆる機能を

やっぱり備えていく時代に入っているんでは

ないかなと思います。そういう意味でも、今

後はやはり地区公民館の、ちょっとずれるん

ですけども、高野口町は大変これ、5.5人体制

の中でご無理をお願いしてやっているんです

けども、地区公民館の体制も十分考えながら

公民館のあり方というものを十分精査してや

っていっていただきたいなと思いますので、

よろしくお願いします。 

 少し質問したいんですけども、休みの関係

で調整をしていただいて、月曜日１人の方が

勤務していただけるということでいいんでし

ょうか。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）まず、先ほどの市

民の目線に立った公共施設のあり方というと

ころの、特に自動交付機のことなんですけど

も、これにつきましては設置場所につきまし

ては、施設内における端末機の設置場所が管

理者の目の届く範囲内の場所というような制

限、制約があるように思います。それと、防

犯カメラ等を設置した場所であると、そうい

った部分の自動交付機の制限があると、後で

私も確認しましたので、確かに辻本議員が言

われておる、そういうった目線に立つのは確

かに大事ですが、自動交機に係りましては、

そういった部分での制約があるということは

ご承知いただきたいと思います。 

 それと、月曜日につきましては、自動交付

機のみのそういった部分で、館をあける限り

はだれか設置者がいるというのが条件のよう

に思いますので、そういった部分で他の室に

ついては使えないと。その自動交付機のみと

いう体制でまいりたいと思いますので、１名

で可能かと考えております。 

 以上です。 
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○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）公民館は月曜日休みと

いうことだけはきちっと押さえておいていた

だきたいと思います。そうやから、せっかく

おるんやから月曜日もほかの施設もあけろと

か、そういう要望も出てきますんで、やはり

公民館は月曜日は休館ですよということは、

きちっと押さえた中で自動交付機のみという

ことは、基本はきちっと崩さないようにして

もらわんと、今後いろんな話が出てくる可能

性もありますので、それだけ十分注意してい

ただきたいなと思います。ありがとうござい

ます。 

 そうしたら、次に３番目の部分に行きたい

んですけども、経済部長から答弁をいろいろ

いただいたんですけども、私がこれ、一般質

問するからいろいろ考えてくれておるんかど

うか知りませんけども、本来ね、電鉄へ行っ

たんですよ、この間も。そうしたら、九度山

町とか、橋本市は商工会議所の畑野会長です

ね、商工会議所等は積極的にいろんな話は来

ていただいていますけども、橋本市としては

全くありませんと、今まで。だから、本来は

やはりもっと積極的に、まあ言えば九度山町

に負けておったら情けないでしょう。そうで

しょう。南海のこの電車、九度山町から出発

するんと違うんでしょう、橋本から出るんで

すよ。だから、橋本市はもっともっとこうい

う情報があったら、びしっと話をして、南海

電鉄と常にやっぱり連絡をとって、これ南海

だけと違いますね、ＪＲかって、やはりＪＲ

もＪＲの電車に乗って来られて橋本へ来てい

ただいて、橋本から南海電車の「天空」に乗

っていただくということも、ＪＲもやっぱり

力を入れていかないといかんし、そういう部

分でいきますと、南海、ＪＲ、橋本市がやは

り一つになってきちっといろんなことに首を

突っ込んでいくというんかな、私ね、２回市

長が出ていただいておるのに、議員も、職員

の人、どのぐらい知っておるのか知らんけど、

市長が積極的に花鉄道プロジェクトに参加し

ていただいておるのにね、はっきり言うて議

員も何も知らんというのは、こんな情けない

話はないでしょう。それだけ、もっとほんま

にＰＲして、橋本市、ＰＲが下手くそと言え

ば下手くそなんです。そうやから、もっと積

極的にやっていただきたいんです。 

 ここで１点だけ、一番やってほしい部分が、

やはり橋本駅の活性化、橋本駅前周辺の活性

化、橋本市の活性化を考えたら、この「天空」

にあわせて観光バスが必ず橋本駅前に入って

とめる。何台かは入って、ずっととめておく

必要性はないんですよ。ずっととめておけれ

ば一番いいんですよ。パーク・アンド・ライ

ドで駅周辺に大きな駐車場があって、そこに

観光バスをとめていただいて、橋本市の駅前

をうろうろしていただいて、電車に乗って行

ってもらうというのが一番いいんですけども、

最低線、橋本駅前に観光バスが２台でも３台

でも一時的にも入ってお客さんをおろせる、

そういう状況をつくってやらんと、何ら発展

しないと思うんですよ。そういう気持ちがあ

るんかどうか、その取り組みをされようとす

るんかどうか、それだけちょっとお伺いした

いんです。 

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）お答えいたします。 

 「天空」が７月の３日から本格運行をする

ということに伴いまして、南海鉄道では現在

ＪＴＢとか、各旅行会社と協議をいたしまし

て、「天空」の始発駅である橋本市にバスをと

めて、そこから「天空」に乗って高野山まで

行ってもらうという、そういう計画を立てて

おります。 

 そういうことで、橋本市といたしましては、

南海の担当の方と橋本駅のほうへ行きまして、
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どこにとめられるかと。一番最初は観光協会

が借っております案内所の横に、ちょっと大

きな歩道があるんですけども、そこへという

ことやったんですけども、あそこはちょっと

やっぱりとめるのはしんどいんかなというよ

うな気がしましたので、バスのとめるロータ

リーがあります。そのロータリーの一番南の

バスレーンですけども、バスターミナルの５

番というところがございます。そこを「天空」

の専用の駐車場にしてはということで、南海

電鉄のほうへ提案をいたしました。南海電鉄

のほうは、ＪＲその他の機関とまた協議に入

っていくわけですけども、ここが一番有力な

候補地だと思っています。 

 そういうことで、橋本市としては駅前に大

きな大型バスが発着して、多くの観光客に来

ていただけるように、また人が来ることによ

って町が活気づく、土産の一つも買ってもら

うことによって地域の活性化につながってい

くということを目標に、南海電鉄と協議をし

ております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）あのね、南海とかＪＴ

Ｂのその話を待っとるんじゃないんですよね。

橋本市として、やっぱりどないしていったら

橋本駅前がようなるんやと。橋本市内の、ま

あ言うたら市内の観光、そのバスをとめても

らうだけしか考えていないでしょう。バスを

とめてもうて、結局市内の観光マップでもつ

くる気はあるんですか。橋本市には四季折々

に、まあ言えばいろんな観光施設があって、

そこも一緒に行ってもらうという。物産の問

題もありますし、いろんなことを広げていけ

る要素がたくさんあるんですよ。南海電鉄は

「天空」だけ乗ってもうたらええというわけ

じゃないですけども、基本的には高野山へお

客さんが電車でたくさん行っていただいたら、

南海電鉄はそれで結構ええと思うんですけど

も、橋本市はもっともっといろんな面で広げ

ていける要素があるわけでしょう。今のまま

でほうっておいたら、これ何も手を打たへん

だら、京奈和自動車道、この間の話では、和

歌山東道路が2012年には開通したいという、

供用開始をしたいという話が出ていますね。

今でもほとんどかつらぎ町からバスが行くん

ですよ。371号線が遅れておって、これ京奈和

が向こうまで続いたら、ほとんどの高野山へ

行くお客さんは480号で向こうへ上がるんで

すよ。そのときに何ぼ手を打ったって、そん

なもう話になりませんねん。だから、今この

「天空」が走るときにどないかしていかんと、

そうでしょう。橋本市観光バス、まあ言うた

ら悪いけど、バスを今までの橋本市、九度山

町、ずっと高野山に出るルートを復活しよう

と思っても、無理です、これはっきり言わせ

ていただいて。そら371がきちっとなって、紀

の川の左岸農道がきちっとなって、ほんで向

こうの道もようなりゃ、それはともかく、そ

んなん遠い先の話です。その時分にはもうす

べてがかつらぎから行ってしまいますよ。 

 そうやから、電車を利用する、このパーク・

アンド・ライドとか「天空」を利用してどな

いかした高野山、ふだんから高野山の世界遺

産の玄関口というてえらそうなことを言うて

おるんやから、そうでしょう、そのことにあ

わせて、やっぱりほんまに橋本市は高野山の

玄関口やということを見せていかんとだめで

しょう。もっともっと広げて、どんどん、ど

んどんＰＲもして、何かもうほんまにちゃん

としたものを書いていかんと、そうやから、

橋本駅へ２台、３台いけるスペースをつくる

んやと、どないかして。あかんなんだら、た

ばこ産業跡地の市が買うた土地にそのバスを

入れられるようにするとか、体育館へ何台も

入れてどないかするとか、ちょっと発展して
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考えていかんと、ただ単に南海電鉄と話をし

ておって、駅前へ観光バス１台入れまっせと。

40人、50人おりてもうてそれでええわという

ような、それではもう話にならんねん。そん

なんでは橋本駅前も活性化できひん、正直に

言わせていただいて。そうでしょう。 

 橋本駅前が活性化せえへんのに、市内の観

光事業が発展することはない。その辺、いっ

ぺんどない、市長は結構そういう大きなとい

うか、将来展望も含めてかなり計画というの

は頭の中に、どんなことでも描いてくれるん

であれなんやけど、そういう発想を、やっぱ

り職員がやって、こういうときこそ若い人の

考え方も取り入れてそういう発想をしていか

んと、橋本市は大変な状況に陥るんかなと思

いますよ。 

 これね、ここのプロジェクトにも載ってい

るんやけども、ボランティアも結構活動して

くれておるんです、よそは。花屏風があるん

で、これは橋本市だけでしょう、花屏風なん

てないのは。市長は清水のところに菜種の種

をまいていただいて、菜の花がきれいになっ

ていますけども、これ下古沢とか高野下、こ

の辺はかなり花屏風、きれいにできているん

ですよ。それは向こうでしょう、橋本市内で

そんなんないですね。だから、これも地元の、

下古沢は地元のボランティア、下古沢ふるさ

とづくりの会とか、高野下のハナミズキ会と

か、九度山はまちづくり協議会とか、いろん

なボランティアがやっているんですよ。それ

で、橋本市はそういう人は全然、このボラン

ティアに対しても南海電鉄はかなり協力をし

ているということなんですけれども、やはり

橋本市のどっかのいろんな、清水も含めて、

学文路もありますけども、いろんな駅もある

んで、こういうボランティアでやっぱりもっ

と一緒に積極的にやっていくという方法もあ

りますし、だからその辺、今後ほんまにどな

いしていくんだということを、いっぺんちょ

っともう一回答弁。市長。 

○議長（中西峰雄君）この際、議長より申し

上げます。 

 本日の会議時間は議事の都合により、あら

かじめこれを延長いたします。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）辻本議員の再質問にお

答えしたいと思いますが、本当に先ほどから

燃えておるというんですか、非常に簡明する

ことばかり、もうはるかに私どもを追い越し

たような形でとうとうとお話が、有益なお話

がいただけました。確かにそのとおりでござ

います。私どもとしましては、これはすべて

市の行政の責任とまではまいりませんので、

やはり市がリードした形で観光協会であると

か、あるいは商工会議所、そういう皆さん、

そしてまた花鉄道なんかになってまいります

と、地域のボランティアの老人クラブである

とか、あるいはまた青少年の団体の協議会と

かですね、あらゆる組織がたくさんあるもん

ですから、そういう皆さんにもご無理を願っ

て、地域おこしというんか、大規模なことは

なかなか無理やと思います。しかし、こうや

花鉄道で私も南海の幹部の皆さんにも再三再

四話をしておりますのには、やはり学文路ま

での複線の用地があるもんですから、そこら

ももう少し手直しして、そして、それぞれの

地域で花づくりをしていただくとか、そうい

うことも大分話し合いはしておるんですけど

も、それを実行に移していかなだめやと思う

んです、話し合い。 

 そして、私どもとして、駅前のやはり観光

バスを誘致、そこから「天空」に乗っていた

だくということ、これが非常に意義が大きい

と思うもんですから、やっぱりそういうこと

をどういうような流れでやっていくかという
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ことを、やはり皆さん方のご意見も拝聴しな

がら観光協会、南海電鉄、県も含めて、ちょ

っと検討をしていきたいと思うんです。それ

は市町村、広域なこともございますんで、や

はり高野町、九度山町、かつらぎ町も含めた

伊都の広域圏、あるいは県の振興局の皆さん、

代表の方々ですね、そういうことはやっぱり、

体制をちょっと整えながら、できるだけ早く

それを設立して、そして駒を前向いて進めて

いくように、具体的にはどうするかというこ

とは、きょうはちょっとまだ発表できません

けれども、実のある、本当に活性化に向けて

よかったなというような位置付けをしてまい

りたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）市長、答弁いただいた

んで、もう言うことはないんですけども、一

つだけ、高野山への観光ルートですけども、

基本的には最近一番多いのが、多いというか、

今後とも多くなるという予測をされるのが東

京方面からですね、関東方面の方が結構多い

ということなんで、名古屋まで来られるんで

すね、新幹線で。新幹線で名古屋へ来られて、

そこからバスに乗って熊の古道へ行かれる。

そして高野山へ入ってこられるという、そう

いうルートが、熊野古道、大変世界遺産で力

入れていますんで、この高野山よりも。熊野

古道から高野山へというルート、バスルート

が結構増えるだろうという予測をしています。

これはもうＪＴＢも南海電鉄もそうですし、

予測しています。 

 そうしたら、南海としては高野山へ来られ

て、そこから極楽橋から橋本まで「天空」に

乗っていただくと。それで橋本でおりていた

だいて、橋本駅前からバスで帰られるとか、

いろんな方法があると思うんですけども、そ

のときに橋本駅前で食事をしていただいたり、

名産を買っていただいたりと、市内の観光を

したりとか、そういう形のルートが中心的に

なろうかなという話もしていますんで、南海

としても、同じお客さんに往復乗っていただ

くという気持ちはさらさらないみたいなんで、

そういうルートがあるんで、まあ言うたらそ

れと逆のルートになりますけども、そういう

ルートになりますんで、そのことも頭に入れ

て橋本駅、特に観光案内所ができましたんで、

観光案内所の果たす役割って、これ大変大き

いものになってくると思うんです、結構これ

から。せっかくあそこに、外へ出てちゃんと

したもんができましたんで、それも多いに活

用いただいて、市長言われたとおり、そうい

う会でもこしらえていただいて、積極的に検

討していただいて、橋本市にとってプラスに

なるような、大きなプラスになるように。こ

の機会を逃すと、本当に橋本市の観光といい

ますか、そういう形は全くだめになりますの

で、ぜひとも積極的な対応、自ら進んでやる

というか、橋本市がリーダーシップをとって

やっていくという、南海電鉄もついて来いと

いうぐらいの気持ちでやっていただくように

お願いいたしまして、終わりたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、12番 辻

本君の一般質問は終わりました。 

 先ほど保留いたしました、12番 瀧君の再

質問に対する答弁をいたさせます。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）大変遅くなり、

ご迷惑をおかけしました。瀧議員より乳幼児

医療費の助成に伴う他県との所得制限の比較

につきましては、奈良県、大阪府につきまし

ては、児童手当の特例給付の所得制限と同じ

です。ただ、河内長野市だけは私の調べたと

ころによりますと、所得制限がなしというこ

とになりますので、所得の高い方が橋本市に

転入された場合につきまして、乳幼児医療費
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が受けられない方も出てくるということにな

るかと思います。 

 以上でございます。大変ご迷惑をかけまし

た。よろしくお願いしときます。 

                     

○議長（中西峰雄君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、明６月10

日午前９時30分から会議を開くことにいたし

たいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。

よってそのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

 ご苦労さまでした。お疲れさまでした。 

（午後５時５分 延会） 
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